
KPIの設定について 資料５

施策名

基本目標・KPI（重要業績評
価指標）

説明 令和元年度
令和７年度
（目標値）

算定根拠

合計特殊出生率 各年の合計特殊出生率。 1.59 1.6 人口ビジョンR2～11：1.6
施策１　パパママ応援

出生数 その年度における出生数。 196人 213人 H27～R1の出生数の平均

子育てアプリ登録者数 各年度末現在のAioiいくなびの累計登録者数。 227人 546人 213人（各年度出生目標数）の３割×５年を上積み
施策２　子どもたちの成長応援

保育所の待機児童数 各年度４月１日現在の市内待機児童数。 3人 0人 待機児童なし
施策３　地域の子育て応援

地域の子育て支援拠点利用者
数

各年度の子育て学習センター利用者、事業参加者数、相談者
の総数。

15,617人 20,460人
H28～H30の利用者数の平均＋１％増
（R１はコロナの影響でイベント中止のため、利用者数減少のた
め、考慮せず）

子育て応援券利用可能事業者
数

各年度末現在の子育て応援券利用可能事業者数。 36箇所 40箇所 令和元年度実績＋１割

戦略目標２　住みたい、帰りたいまち相生

社会増減数 各年度の転入者数と転出者数の差。 △192人 ０人 人口ビジョンR2～6：0人　R7～R12：30～50人
施策１　相生暮らしサポート

移住・定住相談件数 各年度の各種移住・定住相談会における相談者総数。 13件 25件 H27～R1の相談者数の平均＋１割

空き家バンクの物件登録件数 各年度末現在の空き家バンク登録件数。 10件 15件
令和元年度実績＋H27～R1の平均増加件数（新規登録‐成約件数
－取り下げ件数等）×５年

施策２　子どもたちの未来を創るあいおいの教育

英検３級相当以上の英語力を
有する中学３年生

各年度の英検３級相当以上の英語力を有する中学３年生の割
合。

60.4% 60.0%
第３期教育振興基本計画（国）におけるは目標値50％、実績値
は国目標を上回ったため、現状維持を目標

施策３　地域の子育て応援

ＨＰ閲覧者数 各年度の相生市ホームページの閲覧者総数。 502,525件 550,000件 令和元年度実績＋１割

戦略目標３　働く人の希望が叶うまち相生

市内事業所従業者数 各年度６月１日現在の市内事業所の従業者総数。 12,063人 12,000人
過去三回の経済センサスでは、１％以上の減少となっているた
め、５年間現状維持

施策１　魅力ある産業づくり

新規創業者数
各年度の相生市内において各種支援策を受けて新規創業した
者の数。

13件
（累計）

15件
（累計）

H27～R1の平均件数：（2.6件×５年）＋１割

支援策を受けて就職した人数
各年度の相生市在住者の各種支援策を受けて就職した者の
数。

2人
（累計）

25人
（累計）

1年で５人ずつ増加を目指す。

戦略目標

戦略目標１　子育て応援のまち相生

※　合計特殊出生率については、国勢調査人口を基として算出するため、令和元年度の実績は平成２７年度国勢調査を基
にした数字となっています。



施策２　農水産業の活性化

新規就農者数 各年度の新規就農者数。
10人

（累計）
10人

（累計）
第１期目標５人のところ１０人の実績。
前期並みをキープ。

６次産業化商品件数 各年度における、６次産業化商品数。
5品

（累計）
5品

（累計）
毎年１品を目標。

施策３　地域の子育て応援

観光客数 各年度の観光客数。 606,867人 690,000人 兵庫県戦略の目標年＋2.6％×５年

市内宿泊施設利用者数 各年度の市内宿泊施設での宿泊者数。 123,790人 128,000人
兵庫県戦略目標：稼働率７０％より
市内室数500室×365日×７０％

戦略目標４　安全・安心で住み続けられるまち相生

相生市に住み続けたいと思う
人の割合

各年度における市民アンケートにおける、「相生市に住み続
けたいと思う」と回答した人の割合。

70.0% 71%

施策１　安全・安心に暮らせるまちづくり

刑法犯認知件数 各年度における、相生市内の刑法犯罪の認知件数。 106件 75件
全国の刑法犯認知件数（H26－H30:約３０％減）の減少率７０％
×令和元年度実績

災害に対する備えは十分であ
ると思う人の割合

各年度における市民アンケートにおける、「災害に対する備
えは十分であると思う」と回答した人の割合。

40.0% 43%

施策２　健康長寿なまちづくり

健康づくりと予防対策が充実
していると思う人の割合

各年度における市民アンケートにおける、「健康づくりと予
防対策が充実していると思う」と回答した人の割合。

44.2% 47%

施策３　多様な主体による連携・協働のまちづくり

協働によるまちづくりが進ん
でいると思う人の割合

各年度における市民アンケートにおける、「協働によるまち
づくりが進んでいると思う」と回答した人の割合。

19.1% 24%

※　市内事業所従業者数については、経済センサス調査に基づく数字であるため、令和元年度実績は
平成２８年度調査を基にした数字となっています。


